
　　　　　　　　　主　　　　文

　　　　　本件上告を棄却する。

　　　　　　　　　理　　　　由

　被告人本人の上告趣意のうち、憲法三六条、九九条、九八条二項違反をいう点は、

記録を調べても、被告人が取調警察官から暴行等を受けたことを疑わせる証跡は認

められないから、所論違憲の主張は前提を欠き、その余は、事実誤認、単なる法令

違反の主張であり、弁護人間運吉の上告趣意は、事実誤認、単なる法令違反の主張

であつて、いずれも刑訴法四〇五条の上告理由にあたらない。

　なお、被告人の精神状態が刑法三九条にいう心神喪失又は心神耗弱に該当するか

どうかは法律判断であるから専ら裁判所の判断に委ねられているのであつて、原判

決が、所論精神鑑定書（鑑定人に対する証人尋問調書を含む。）の結論の部分に被

告人が犯行当時心神喪失の情況にあつた旨の記載があるのにその部分を採用せず、

右鑑定書全体の記載内容とその余の精神鑑定の結果、並びに記録により認められる

被告人の犯行当時の病状、犯行前の生活状態、犯行の動機・態様等を総合して、被

告人が本件犯行当時精神分裂病の影響により心神耗弱の状態にあつたと認定したの

は、正当として是認することができる。�

　よつて、刑訴法四一四条、三八六条一項三号、一八一条一項但書により、裁判官

全員一致の意見で、主文のとおり決定する。
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